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研究成果の概要（和文）：本研究は、現代韓国における外国人住民の増加に対応して制定・施行されている一連
の外国人政策（「多文化主義」政策）と、言語政策との関係・課題・展望を分析するものである。その際、①言
語政策過程の歴史的分析（法律・制度の理念と成立経緯の整理）、②在韓外国人の数・構成の変遷・実態と「多
文化主義」政策の整合性の検討、③在韓外国人の社会編成・階層移動に関連する言語政策の役割・諸条件・展望
の考察──を中心に研究を進め、今日の韓国で立案・推進されている「多文化主義」政策の背景にある歴史的・
社会構造的要因、同政策と言語政策動向の関連および問題点・課題を明らかにすることに努めた。

研究成果の概要（英文）：This study examines the relationship between South Korea's "
multiculturalism" policies, and the country's language policies and their future prospects. The 
study proceeds from an historical analysis of South Korea's language policies, summarizing the 
related legal framework, the thinking behind the system for implementing the policies, and how they 
were implemented. The study then considers the consistency of South Korea's "multiculturalism" 
policies given the current situation of non-Korean residents. The study finally focuses on the role 
of the country's language policy, its characteristics, and future prospects as these relate to the 
non-Korean community's composition and class mobility.

研究分野：言語政策
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１．研究開始当初の背景 
2012 年 8 月末の統計において、韓国在住
の外国人住民（以下、在韓外国人）の数は約
143.8 万人であった。外国人登録者の数は、
約 5万人だった 1990年代初頭に比べると、
約 20 年で飛躍的に増加したといえる。その
構成も、かつては在韓華人が中心であったが、
今日では外国人労働者と国際結婚による移
民が大きく増加している。現在の在韓外国人
のうち、約半数を中国人が占めており、その
多くが朝鮮族である。そのほかに東南アジア
諸国の出身者も多い。法政策面では、永住外
国人の地方参政権を認める改正公職選挙法
（2005年）、外国人の韓国社会への統合を目
指す「在韓外国人処遇基本法」（2007 年）、
国際結婚家庭（多文化家庭）の生活の質向上
を図る「多文化家族支援法」（2008年）など
が制定された。さらに改正国籍法（2010年）
により、条件付で在韓外国人に重国籍が認め
られるようになった。 
韓国では、これらの外国人政策が「多文化
主義」と位置づけられ、社会の「多文化」化
に向けた動きが急速に進んでいるが、言語政
策の見地から考えたとき、いくつかの重要な
論点がある。 
第 1に、今後は、人種・民族間の所得格差
や不平等の拡大、2世や 3世のアイデンティ
ティの問題、社会的摩擦の増大などの懸念も
指摘される。社会統合に向けてかような問題
を克服する上で、特に多言語社会を形成して
いく上で、言語政策いかなる役割を果たすか
という問題がある。 
第 2に、韓国の従来の言語政策との整合性
である。研究代表者が過去の論稿で指摘した
ように、日本統治からの解放後の韓国の言語
政策は、言語ナショナリズムを基調とするも
のであった。韓国で近年、政策的に注力され
ている英語教育も、韓国の「世界化」戦略の
一部をなすとされるが、この「世界化」もま
た、本質的にグローバリズムとナショナリズ
ムの両面の性格を持つものであることが、政
治学や教育学の論者により指摘されている。
一方、韓国の昨今の「多文化主義」政策の推
進は、韓国のナショナリズムのありかたに根
本的な見直しを迫るものであり、従来の言語
政策も、言語観のレベルから見直されたり、
多言語社会的な現実に影響を受けたりする
可能性が高い。 
第 3に、日本への示唆の可能性である。「多
文化主義」といっても、移民が国家形成の背
景米国、カナダ、オーストラリアなどや、こ
の数十年間で労働者や難民を受け入れ、社会
統合政策に試行錯誤している欧州各国など
では性格が異なるが、世界的に見ると、日本
と韓国は、1980 年代以降の外国人労働者の
流入、伝統的な家父長制など、共通する基盤、
背景を有しており、韓国の外国人政策と、そ
れを社会的に実体化していく上で重要とな
る言語政策の経験は、日本社会の将来を展望
する上で、比較・参照すべき事例となると考

えられる。 
以上の認識をもとに、本研究では、韓国に
おける外国人政策（「多文化主義」政策）の
言語政策への影響・関連について、政策形成
過程の検証によって詳らかにするとともに、
韓国における言語政策の今後の課題・展望を
見定めることを目指す、とした。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究では、現代韓国における外国人政策
（「多文化主義」政策）と言語政策、外国語
教育の関連と課題および展望を考察する。そ
の際、①言語政策過程の歴史的分析（法律・
制度の理念と成立経緯の整理）、②在韓外国
人の数・構成の変遷・実態と「多文化主義」
政策の整合性の検討、③在韓外国人の社会編
成・階層移動に関連する言語政策の役割・諸
条件・展望の考察──を中心に研究を進め、
今日の韓国で立案・推進されている「多文化
主義」政策の背景にある歴史的・社会構造的
要因、同政策と言語政策動向の関連および問
題点・課題を明らかにしていく。 
以上の点を明らかにするために、既往の研
究文献のほか、各種の政策関連の一次資料、
各種メデイアの言論動向などを検証し、必要
に応じて行政および教育関係者へのヒアリ
ング調査を行う。これについては、各方面の
研究協力を得て、記述文書だけでは読み取れ
ない政策関与者の意志を可能な限り詳らか
にする。それによって「多文化主義」政策を
可能ならしめ、実体化していく上での言語政
策の役割に注目し、その歴史的、社会経済的、
文化的背景を含む包括的な検討を行い、関連
分野の学術的、実務的な知見水準の向上を期
する。 
韓国の「多文化主義」政策と言語政策（外
国語教育政策を含む）の関連について、十分
な質・量の現地資料を利用し、法政策や歴史
的経緯を踏まえて総合的な考察を試みた研
究は、韓国においても十分に行われていない。
本研究は、言語政策の動向が今後の韓国の社
会統合の鍵を握るという認識に立って、研究
動向の空白を埋め、この分野の学術的、実務
的な知的水準を高めるとともに、その研究成
果を日本の事情を考慮する上での参考とす
ることを目指すものである。 
 
 
３．研究の方法 
本研究は、外国語教育・言語政策を中心と
しながらも、それにとどまらず、教育政策、
法制度、政策過程、国際関係などを踏まえた
学際的研究となる。資料は、日本・韓国のみ
ならず、昨今、送り出し国として、韓国への
移民が増加している中国においても収集す
る。この際、在米・在韓・在中の知人研究者
との情報交換を十分に行って密度の濃い研
究を行うよう努める。また、研究の公表と、
それによる問題提起と批判吸収を重視し、国



内外に発表の機会を求めていくこととした。 
当初の計画としては、研究期間中、次の 3
点を基軸として研究を進める。 
 
（1）韓国における言語政策形成過程の歴史
的分析 
本研究の基礎となる作業として、まず解放
後韓国の言語政策の形成過程について、在韓
外国人との関連を含め歴史的分析を行う。応
募者のこれまでの研究で、韓国の言語政策や
外国語教育の通史については、資料収集、研
究発表を行ってきているので、本研究におい
ては、それらがいかなる立法・行政過程を経
て形成されてきているのかという点を中心
に検討する。また、韓国の言語政策について、
近年の状況や、近い将来の展望を踏まえた先
行研究は少ないため、本研究では、可能な限
り最新の状況を踏まえて、既往の研究蓄積を
更新していく。 
 
（2）在韓外国人の数・構成の変遷・実態と
「多文化主義」政策の整合性の検討 
 在韓外国人が数・構成の変容、韓国におけ
る外国人政策（多文化政策）・事業の内容、
規模、性格について整理し、在韓外国人の実
態と一連の「多文化主義」政策の関係を検討
し、言語政策が果たしうる当面の役割を考察
する（特に緊急的、短期的な課題の分析）。
この際、受入国（韓国）の外国人政策に対し、
送出国の現状や政策がいかなる関係にある
のかという点も踏まえて考察する。記述資料
では見通し難い点についてはヒアリング、イ
ンタビュー調査を行い、質的分析を進めてい
く。 
 
（3）在韓外国人の社会編成・階層移動に関
連する言語政策の役割・諸条件・展望の考察 
上記（1）（2）の研究をまとめるとともに、
在韓外国人のライフコースや社会編成・社会
階層移動と言語政策の関連について、日本や
欧米の移民政策も参考にしながら、中・長期
的視点に立って検討を進めていく。在韓外国
人に対しては一定の社会的期待があるとい
う側面（低賃金の労働者や国際結婚の相手と
して）も踏まえ、一連の「多文化主義」政策
が韓国の社会・経済的戦略の関連を明らかに
していく。 
 
 この上で、実際に研究を進めていくなかで、
韓国の状況を台湾や香港などの状況との比
較のなかで検討していくこと、海外居住コリ
アンに関する調査を含めることの重要性を
認識するに至り、それらの調査研究を随時盛
り込んだ。 
 
 
４．研究成果 
 2013 年度は、韓国の「多文化主義」政策お
よび外国人住民に対する教育事情に関する
先行研究の調査を行った。この際、言語政策、

外国語教育、社会言語学を中心としつつ、法
制度、政策過程、国際関係、言語政策などを
踏まえた調査とすることとした。日本・韓
国・中国の資料の収集、研究者へのヒアリン
グを行い、最新の移民研究とその方法論、お
よび調査地の情報を収集・集約した。次に、
文献調査・ヒアリングでは把握できない事柄
について、韓国における現地調査を行い、調
査項目を整理した。初年度は特に「多文化主
義」政策の形成過程に関する現地資料の収集
と、行政・政策関係者への聞き取り調査など
を行った。また、本研究は特に言語政策の形
成過程に着目するものであることから、コス
トベネフィット、言語観変遷、キャリア実績、
教育の産業化、国家的人材戦略との関連性な
どの項目を検討した。その上で、この段階で
得られた知見を整理し、向後の研究における
調査枠組みや成果の想定について国内外の
学会・国際会議などで報告した。 
 2014 年度は、前年度に引き続き、文献研究、
専門家へのヒアリングを行った。また、現地
調査を韓国と中国で行った。韓国においては、
前年度に引き続き「多文化主義」政策の形成
過程に関する調査を行うとともに、外国人集
住地域に対する訪問調査に力を注いだ。主な
送り出し国の一つである中国においては、朝
鮮族を含む中国人に関連して韓国・朝鮮語を
含む外国語教育環境・意識についての現地視
察などを行った。また、この段階で得られた
知見を整理し、本研究の中間成果や展望につ
いて国内外の学会・国際会議などで報告した。 
 2015 年度は、研究の総括を目指して、特に
韓国の一連の「多文化主義」政策言語政策の
関連について、緊急的・短期的な課題と、中・
長期的な課題の整理および整合性の検討を
行った。韓国などでの訪問調査を通じて、前
年度までの調査の補足を行った。また、国内
外の学会・国際会議で研究成果を公表すると
ともに、その結果を学会などで報告し、フィ
ードバックを受けた。さらに、本研究を、研
究代表者の従来の歴史的研究の文脈に位置
付ける試みも行い、その成果を発表した。 
 2016 年度は、前年までの研究の成果を内外
で発表するとともに、今後の研究発展に向け
た補足調査や予備的研究などを行った。 
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